平成19年度高知女子大学看護学会総会報告 by 瓜生 浩子
平成19年７月14日 (土) 12:20～13:15に､
高知女子大学池キャンパス 食堂において開
催予定であったが､ 台風の接近に伴い中止と
なった｡ そこで今年度は､ 全学会員に総会資
料を送付し､ 以下の要領で意見を集約すると
いう方法で決議を行った｡
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１. 議事内容を総会資料として全学会員に送
付する｡
２. 異議や質問のある場合は､ FAX､ E-mail､
郵送のいずれかの方法で意見を受け付ける｡
３. 資料送付は７月26日 (木) 付､ 意見の締
め切りは３週間後の８月16日 (木) とする｡
４. 連絡がない方は､ 全ての議事を承認して
いただいたものと判断する｡
議 題
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計５回の運営委員会を開催した｡
主な審議事項は以下のとおりであった｡
１) 学会事業
・第33回高知女子大学看護学会
・平成19年高知女子大学公開講座
・学会誌第32号第１号の発行
２) 学会運営
・本学会の現状の課題と今後の取り組み
の方向性
・学会員確保､ 卒業生のつながりの強化
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１) 平成19年高知女子大学看護学会公開講
座実施報告
｢家族看護実践の今－時代のニーズに
添った看護を展開するために－｣ をテー
マとして､ ３名のシンポジストによるシ
ンポジウムを企画､ 開催し､ 121名の参
加を得た｡
２) 第33回高知女子大学看護学会企画運営
報告
｢社会に示す看護の力－自律とエンパ
ワーメントを支えるために－｣ をテーマ
として､ １名の講師による講演会および
８つの学術交流会を企画した｡
３) 高知女子大学看護学会奨学金貸与事業
報告
本年度は､ 応募者がいなかった｡
返還計画に基づき返済金を受理した｡
 
１) 学会誌の発行について
第32巻第１号 (600部印刷) を発行した｡
２) 学会誌に関する検討について
査読システムについて昨年度に引き続
き検討を行った｡ また､ 学会誌としての
内容の充実に向けて､ 掲載記事の検討を
行った｡
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１) 公開講座・講演会等企画について
テーマは検討中､ 開催時期は平成19年
11月頃とする｡
２) 第34回高知女子大学看護学会企画につ
いて
｢社会に示す看護の力－自律とエンパ
ワーメントを支えるために－｣ をテーマ
として､ 平成20年７月５日 (土)・６日
(日) に､ 講演会､ 学術交流会､ 茶話会
等を開催する｡
３) 学会ホームページの維持について
立ち上げた学会のホームページの維持・
管理を行う｡
高知女子大学看護学会誌第33巻第１号 (2008)
― 163 ―
高知女子大学看護学会誌 VOL.33, NO.１, pp163～164 2008
	

+ ' ,-./01231	(4 5
４) 平成19年度高知女子大学看護学会奨学
金制度の運用計画と奨学生の募集につい
て
高知女子大学看護学会奨学生の募集と
選考を継続して行う｡
５) 学会誌の発行について
高知女子大学看護学会誌第33巻第１号
を発行する｡
６) 学会誌に関する検討について
学会誌としての内容の充実､ 査読シス
テムなどについて､ 検討を行う｡
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学会員721名に資料を送付し､ 意見を募っ
た結果､ 期日までに異議､ 意見､ 質問等は１
件も寄せられなかった｡ これにより､ 全ての
議事が承認されたことが､ ８月18日に開催さ
れた平成19年度第１回運営委員会において報
告された｡
文責：高知女子大学看護学会
書記 瓜生 浩子
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